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ロックダウン解除に向けた明確なロードマップ

KEY Dates 規制・制約状況

3月29日
‘Stay at Home’ ルールの緩和、屋外スポーツ施設が再開、
但し海外旅行は基本的には禁止。

4月12日
必要不可欠でない小売店、公共施設が再開。
パブやレストランなどの屋外での営業が可能。

5月17日

屋外での社会的接触の規制が解除、レストラン屋内営業再開。
着席型の大型の屋外施設では最大1万人規模のイベント開催可。
国際線の旅行・渡航 条件付きで一部再開。

7月19日
ソーシャルコンタクトの

制限を撤廃・社会活動の再開



現在のイギリスのワクチン接種率（11月9日・10日現在）と感染者数の推移

7月19日ロック
ダウンを解除
（53,969人）

11月9日
（32,785人）



日本から英国 入国条件（11月11日現在）

*Fully vaccinated adults and unvaccinated children under 18.from a country with UK recognized vaccination programmes.

英国運輸省は入国における“信号システム”を大幅に見直し、2021年10月4日以降、各国・地域を
「レッドリスト」及び「レッドリスト以外」に2分類し、渡航規則を見直し発表済み
（イングランド・スコットランド・ウェールズ・北アイルラン共に同じルールが適応

11月11日現在、RED国の該当国は無し）

レッド国以外（日本を含む）でワクチン（Oxford/AstraZeneca、Pfizer BioNTech、Moderna、Janssenのいずれか、またはOxford/AstraZeneca、
Pfizer BioNTech、Modernaの2種混合）を、

① 2度の接種を受け ② 接種後14日以上経過済み ③ 接種証明書内に「姓及び名」④「生年月日」⑤「ワクチンブラン
ド（製品名）及びメーカー」⑥「接種日」⑦「接種国、証明書発行者の両方またはいずれか」が全て英語にて記載された国ま
たは自治体の保健機関が発行する証明書を所持していること。

1. 英国入国前に実施する事
• 入国後2日目（又はそれ以前）の検査予約
• 乗客追跡フォーム（PLF: Passenger Locator Form）の事前申請（英国到着の48時間以内に要申請）

2. 入国後に実施する事
▪ 入国後2日目（又はそれ以前）のPCR検査

▪ 10月4日以降に不要となった事項
▪ 出発前のPCR事前検査
▪ 入国後8日目（又はそれ以降）のPCR検査
▪ 自宅や滞在場所における10日間の自己隔離



旅行前のチェックリスト （11月18日現在 日本から英国への入国）

✓ ba.comや“シェルパ”ポータルを利用して、目的地の入国要件を確
認。英国政府のUK Boarder Officeの公式サイトから最新のCovid-

19入国要件をご確認ください。

https://apply.joinsherpa.com/travel-restrictions?language=ja-JP

✓ *1 VeriFlyや*2 IATA Travel Pass、*3 Common Pass等の
デジタルアプリを活用する

1) 生体認証技術による本人認証のサービスを展開しているアメリカのDaon社が開発したアプリ。お客さまは、検査結果などの登
録や渡航先の入国要件に合わせた準備書類などの確認を、事前に参照・入力・管理できます。登録した情報に基づく渡航資格
をアプリ画面に表示させ、チェックインカウンターにて提示することで、搭乗手続きをスムーズに進めることが可能。

2) IATA（国際航空運送協会）が推進しており、当社を含む世界40社以上の航空会社が実用化に向けた取り組みに参加しています。
3) スイスの非営利組織であるコモンズ・プロジェクト（The Commons Project）が世界経済フォーラムの連携で推進しております。

医療機関から発行された検査結果をスマートフォン上でデジタル証明として確認できる仕組みです。

✓ Passenger Locator formを申請

✓ 英国入国後、*Day2までに行うPCR検査の予約・支払の準備
*Day2 – 英国到着日をDay0としてカウント

https://apply.joinsherpa.com/travel-restrictions?language=ja-JP
https://www.gov.uk/provide-journey-contact-details-before-travel-uk
https://iag.showpad.com/share/dyykcUueY31tp2DwWeQiE


ワクチン接種状況・
パスポート発行国・
出発地・到着地・
渡航期間など

上記条件での
渡航制限が確認可



デジタル ヘルス アプリの活用-

❑ VeriFlyアプリを使って、空港での貴重な時間の節約、そして安心

• 旅行前にCovid-19関連の証明書類を保存し、管理出来るアプリ

• アプリ内の検証により、オンラインまたはセルフサービスのチェックインがご
利用いただけます。(LHR T5 などVeriFly優先レーンを使用して時間の短縮にも
役立ちます。

• VeriFLYは、ワンワールドパートナーでもあるアメリカン航空とイベリア航空
が運航する北米のすべての目的地への旅行にもご利用可能です。

❑ ご利用可能な空港の検索

弊社ウエブサイトba.com から最新の利用可能な空港のリストが確認できます。

❑ 英国発の下記の国々

アメリカ、アラブ首長国連邦、,アンティグア、バハマ、バーレーン、バルバドス、

ブルガリア、カナダ、クロアチア、フランス、グレナダ、 アイルランド、ジャマ

イカ、セントルシア、スイス、タークスアンドカイコス、日本

❑ 全ての英国内の国際空港でご利用可能

APP

＊写真はすべてイメージです。

https://www.britishairways.com/en-es/information/incident/coronavirus/entry-requirements
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英国入管サイト Passenger Locator Form (申請サイト） 申請画面

こちらより申請開始。
先ずはアカウントの作成、名前、パス
ポート情報、滞在先の住所等情報、予
約済みのPCR検査(Day2)のリファレン

スなどを事前申請

https://www.gov.uk/provide-journey-contact-details-before-travel-uk


COVID-19テストキット

＜BA便ご予約の方への割引サービス有＞

弊社便をご予約のお客様には、

出入国時に必要なCovid-19テストを提供する

様々な医療機関から特別なディスカウント

サービスをお選びいただけます。

• 入国時の検査キット（該当者）

• 英国到着後Day2迄に行う検査キット

• Test to Release tests（該当者）

弊社ウェブサイトba.com Covid-19 travel hub 

からCovid-19 test提供医療機関のリストがご

覧いただけます。

https://www.britishairways.com/en-gb/information/incident/coronavirus/covid19-tests
https://www.britishairways.com/en-gb/information/incident/coronavirus/covid19-tests
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https://www.britishairways.com/en-gb/information/incident/coronavirus/covid19-tests

弊社WEB Site 

www.ba.com
内で提供している英国入
国後のPCR検査キットの

申し込みページ

Day2での検査キットや
弊社サイトからの割引

コードなど

(例) RANDOXのDay2の
検査キット。
検査キット

投函ボックスが設置

https://www.britishairways.com/en-gb/information/incident/coronavirus/covid19-tests
http://www.ba.com/


ウイズ・ポストコロナ
安全・安心の運航への取組み



HEALTH & SAFETY

ブリティッシュ・エアウェイズは、お客様とスタッフの安全を守る為に、空港や機内で万全の対策を心がけています

空港内および機内でのフェイスマスクの着用の徹底

手指消毒剤ステーションを空港全体に増設

BAが運営するラウンジで利用できる新サービスプラットフォーム「YourMenu」を開発。

お食事やお飲み物をアプリでオーダーし、テーブルまでお運びいたします。

アンチバクテリアワイプキットを機内で配布

空港での駐機時は全ての機体を隅々まで清掃し、清潔な状態でお客様をお迎えします。

すべてのBAフライトの空調管理システムは、HEPAフィルターを介して2〜3分ごとに完全に交換されます。これは病院

の手術室の基準に相当する99.9％を超える効率で細菌とウイルスのクラスターを除去しています。
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ロンドン ヒースロー空港での取組み

搭乗ゲート・ラウンジ
入り口など

空港においても
“タッチレス化”

ラウンジ内での
ソーシャルディスタン

スの確保、
消毒ステーションを

随所に設置

オンライン
”Your Menu”を

使っての
お食事やお飲み物の

オーダー可能

チェックインエリアか
ら到着ロビーまで、

空港内全ての動線にて
Dettol & Purell

の消毒ステーションを
随所に設置

混雑やボーディングブ
リッジでの密を避け

安全に配慮した
機内搭乗手続きの実施

＊写真はすべてイメージです。
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ヒースロー空港ターミナル内 ＊写真はすべてイメージです。
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＊写真はすべてイメージです。



機内において

消毒用ジェルや
お手拭き等

“パーソナル・プ
ロテクション

パック”を
全便、各席にご

用意

全便、ご搭乗前
の消毒清掃の

徹底

お客様が触れる
機内備品やシー
トのウイルス

除去清掃の実施

99.9％のウイル
スクラスターと
ミクロのバクテ
リアを除去する
HEPA フィル

ターを効果的に
全便設置

機内サービスの
見直し

客室乗務員によ
る対人での接触
機会を減らし、
安全に配慮した
サービスの提供

プライベートス
ペースが確保さ
れた新ビジネス

クラス
“ClubSuite”を

随時導入

＊写真はすべてイメージです。
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機内清掃
＊写真はすべてイメージです。



19

私たちの全ての航空機にはHEPA（High 
Efficiency Particulate Air）フィルターを標
準装備しています。英国公衆衛生局のテスト
によると、HEPAフィルターは、COVID-19
を含む細菌やウイルスを99.9%以上の効率
で除去します。これは病院の手術室と同等の
基準になります。

外部からの新鮮な空気を取り込み、ウイ
ルスを消滅させるのに必要な温度の2倍
以上に加熱して、その後に適温まで空気
を冷やして新鮮な空気を機内へと送り込
みます。

新鮮な空気を乗客の上から下へ
と送り込み、気流をを整えるこ
とでキャビン内の空気の流れを
最小限に抑えます。

3分ごとにキャビン内の空気喚起
をHEPAフィルター通して行い、
99.9%以上の細菌やウイルスも同
時に除去します。



ヒースロー空港 T5 ラウンジ/優先レーンのご案内



ラウンジ

• CONCORDE ROOM 05：00〜22：00
• FIRST 05：00〜22：00
• T5 CLUB SOUTH・NORTH 05：00〜22：00
• T5 B CLUB 09：30〜22：00
• T3 CLUB 06：30〜20：00
• T5 ARRIVAL 05：00〜14：00

シャワー 施設 （*YourMenuから予約可能)
• T5 SOUTH 07：30〜19：30

• T5 NORTH CLOSED
• T5 Bサテライト 09：30〜22：00
• T5 ARRIVAL 05：00〜14：00
• T3 07：00〜15：00

*BAが運営するすべてのラウンジは、QRコードを使用した座席から注文可能
なプラットフォーム「YourMenu」が利用可能。お食事やお飲み物はお客様の
テーブルにデリバリー。ラウンジ内の混雑や時間短縮にもご活用ください。

プレミアム優先レーン(F/CW/CE/Gold/Silv./EMER/SAPH)

• T5 First Wing-Fast Track Security 05：00〜21：30
• T5 優先レーンFAST TRACK 04：30〜21：15

＊写真はすべてイメージです。
また営業時間など予告なく変更する場合がございます。



● 乗り継ぎのお客様を含むすべてのお客様は、英国到着前の48時間以内に、旅客追跡フォーム（PLF）を申請してください。

LHR到着後にランドサイドでお乗継される方は、PLFを記入する際に以下のことを行う必要があります。

1) “Your travel plans”（お客様の旅行プラン）の質問セクションで、‘Stay in the UK’ （’英国に滞在’）を選択してください。

2) “whether you are required to self-isolate on arrival”の“到着時に自己隔離が必要かどうか”の質問に’I will be travelling for an exempt 
reason’（免除される理由で旅行します）を選択する。

3) “Exemption options” (免除オプション)を選択し、’Transit Exemption’(乗り継ぎ）を選択する。

4) 乗り継ぎのお客様（他の空港に直接移動する場合、ランドサイド、エアサイド問わず）には、「2日目」の到着検査は必要ありません。

● ターミナル5とターミナル3の移動 について

お乗り継ぎの際、乗継が同じターミナル内であれば、入国審査や税関を通過する必要はありません。

o ブリティッシュ・エアウェイズとイベリア航空のフライトはターミナル5で運航しています。

o 日本航空、アメリカン航空（T5から引き続き運航されるJFK空港行きは除く）、フィンエアー、およびBAの一部のフライトは、ター
ミナル3から発着します。

o エアサイドでお乗り継ぎのお客様は、ターミナル3とターミナル5の間の移動は無料バスをご利用ください。（5分～10分おきに運行）

o ターミナルビル内の「Flight Connections」という紫色の看板に従ってください。

o 詳細は、こちらのヒースロー空港乗り継ぎプランナーをご覧ください。https://www.heathrow.com/connecting-flights

• お乗継に際して、以下に該当の旅客は事前のPCR検査証明とワクチン接種が必要になります。

o イギリスへの渡航に必要なワクチンを十分に受けていない場合

o イギリスに到着する前の10日間にレッドリストの国に滞在したことがある。

ロンドンヒースロー空港 お乗り継ぎガイド

https://www.heathrow.com/connecting-flights
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英国政府入管 乗り継ぎ客PLF申請サイトリンク： https://www.gov.uk/provide-journey-contact-details-before-travel-uk

https://www.gov.uk/provide-journey-contact-details-before-travel-uk
https://www.gov.uk/provide-journey-contact-details-before-travel-uk


ウイズ・ポスト コロナでのご旅行でも安心-

フレキシブルな航空券で対応 (updated  2  August  2021 )

“Book With Confidence” ポリシー

は、バウチャーや無料の日付変更を

提供しており、お客様は予約日や目

的地を変更したり、完全に予約を

キャンセルして次回の旅行のための

バウチャーを変換したりすることが

できます。

ウィズ・ポストコロナ禍での渡航に

際して、急な変更や延期等に柔軟に

対応でき、本来の航空券のルールだ

けに縛られず、安心してご旅行いた

だけるサービスです。

予約作成日
オリジナルの

ご旅行日

変更手数料

免除
バウチャーご利用期限

既存の

予約記録

2020年3月3日

前に作成の予約

記録

元々のご旅行開始が

2021年2月28日までの

ご予約 〇
バウチャーをご利用で、

2023年9月30日までご利用可能

（2023/09/30迄に渡航を終了）

新規

予約記録

2020年3月3日

以降に作成の予

約記録

元々のご旅行開始が

2022年8月31日までに

ご旅行を終える

予約記録
〇

バウチャーをご利用で、

2023年9月30日までご利用可能

（2023/09/30迄に渡航を終了）



BA BETTER WORLD 
新しいサステナビリティプログラム

私達は引き続き持続可能な社会の実現に向けて、2050年までに

CO2排出ゼロ（net zero carbon) を目指します

• 私達IAG(BA&IB)グループは、2050年までのCO2排出ゼロを宣言した最

初の航空会社です。

• 私達は今後20年間に約458億円を投資して、SAF(Sustainable Aviation 

Fuel (代替航空燃料とは、ジェット機で使用される高度な航空バイオ燃

料)の開発に取組み、2030年までに航空燃料の約10％に導入します。

• アメリカの 社とのSAF共同開発

• 英国のSAF開発会社Velocys社と、家庭ごみからバイオ燃料の開発プロ

ジェクトに参画（2025年から運用開始予定）

• ジャンボジェット機を 運航効率の良いA350に移行。航空燃料を40% 削

減に成功

• 2020年の1月から全ての英国国内線にカーボンオフセットを導入

• ZeroAvia社の液体水素燃料（new hydrogen fuel technology） の導入

• SAFとカーボンオフセットを積極的に導入し、さらなる投資と開発をし、

航空会社として持続可能な社会の実現に貢献します。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%83%E3%83%88%E6%A9%9F
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E8%88%AA%E7%A9%BA%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%AA%E7%87%83%E6%96%99&action=edit&redlink=1


・日本発着の全路線のビジネスクラスでフルフラットベッドをご提供。

・対面式のユニークなデザイン。Club Worldは、落ち着いたライトブルー系で統一された内装はビジネスにも最適な空間です。

・オンデマンド方式を採用した機内エンターテイメント。100種類を超える映画（日本語吹き替えあり）、400種類のTV番組、500種類以上

の音楽CD、オーディオブック。20種類を超えるインタラクティブ・ゲームなどをノイズキャンセリング・ヘッドフォンでお楽しみください。

・ファーストクラス・ビジネスクラスご利用のお客さまには、イギリス・ロンドン・ヒースロー空港ターミナル5では専用チェックインデスクをご用意。

優先入国審査・セキュリティ・レーンでスムースなご搭乗が可能です。

Club World クラブ・キッチン

通常のお食事のサービスの後は、
「クラブ・キッチン」でお飲み物や
伝統的な英国のスナックをご用意。

＊写真はすべてイメージです。

＜ボーイング777-300型機＊1

ボーイング787-9型機 羽田線使用機材
ボーイング787-8型機〉

Business Class ビジネスクラス

シート

Club Suite

＜エアバスA350-1000型機 x 10機導入完了
ボーイング777型機 x 23機導入完了
ボーイング787型機 x  2機導入完了>

シート

メインコースは3種類から選択可能。
ロンドン発のフライトでは、お好みの
メインメニューを事前予約ができます。
感染症対策としてワン・トレイでの
サービスとなります。

シート配列 1-2-1
最大約200cmのフルフラットベッド。
全てのシートに扉がつき、個室になります。
寝具・アメニティーはブリティッシュブランド、ザ ホ
ワイトカンパニー（The White Company)の特別デザ
イン（全クラブ・ワールド共通）。

シート配列 2ｰ3ｰ2 (※1： 2-4-2 )
長さ183cmと幅約63.5cm完全に水平なベッドになる座席、
開閉可能なプライバシースクリーンと収納スペース。
高さ調節可能なフットスツール、全自動の内蔵ランバーサポート、
リクライニング機能付きヘッドレストにより、垂直状態から完全
な水平まで、お好みの体勢が思いのまま。



長距離線に随時導入の新ビジネスクラス

CLUB SUITE

• 受賞歴のあるビジネスクラス

『ClubSuite』は長距離線33機に導入

済み。

A350 X 8機

777 X 23機

787 X 2機

• すべての座席から直接通路にアクセス

可能。

• 各シートには専用ドアがあり、

パーソナルスペースを確保し、

お客様がくつろげる環境を提供。

• 200㎝のフルフラットベッド

• エクストラ収納スペースで、

リラックス スペースの確保。



シート

＜ボーイング777-300型機 ボーイング787-9型機
ボーイング787-8型機 エアバスA350-1000型機＞

＜ボーイング777-300型機 ボーイング787-9型機
ボーイング787-8型機 エアバスA350-1000型機 ＞

World Traveller Plus

Premium Economy プレミアムエコノミークラス Economy エコノミークラス

World Traveller

シート

シート配列 2-4-2 2-3-2
56席（Ａ350）44席（777-300） 39席（787-9）25席（787-8）

・キャビンを仕切ることで快適性と静粛性を確保。
・定刻の24時間前から可能なモバイルやオンライン・チェックインでご希望の
シートにチェックインできます。
・快適な睡眠をサポートする、人間工学に基づいた新しいデザインのシートと
ハンモック型ヘッドレスト。
・フライト前は無料のお飲み物をご提供3コースのお食事を、オーダーメイドの

陶器でご提供します。
・USBポートとRCAポートなどで個人の電子機器を多様に活用できます。
・ノイズキャンセリング機能を備えたヘッドセットを搭載
・サステナビリティを念頭に置いた特別なアメニティキットをご用意

シート配列 3-3-3
219席（Ａ350）185席（777-300） 127席（787-9）154席（787-8）

・調整可能なヘッドレストで、リラックスと睡眠をサポート。
・新たなヘリンボーンデザインによる、ソフトなクッションと毛布をご用意。
・以前より35%大きくなったパーソナルスクリーンや電源により個人のモバイル
機器にも対応。

・無料のバーサービスでお飲み物も充実、お食事と共にお楽しみください。
・ロンドン・ヒースロー空港から東京便にご搭乗のお客さまにはご出発24時
間前までにお手続きいただければ、6種類の異なるメニューをba.comから
ご購入も可能です。
・エコノミークラスでも、ご要望により、靴下、アイマスク歯ブラシ、歯磨粉をご用意

＊写真はすべてイメージです。



路線 (各運用ターミナル） 便名 運航日 運航会社 備考

羽田(3)―ロンドン(T3) BA4609 (JL41) 水・金・日 JL

ロンドン(T3)ー羽田(3) BA4608 (JL42) 水・金・日 JL

羽田(3)ーロンドン(T3) BA4603 (JL43) 毎日 JL

ロンドン(T3)ー羽田(3) BA4600 (JL44) 毎日 JL

羽田(3)―ロンドン(T5) BA6 (JL7121) 毎日 BA 2022年2月末まで運休

ロンドン(T5)ー羽田(3) BA5 (JL7120) 毎日 BA 2022年2月末まで運休

*上記の内容については関係当局の認可を前提とします。
* BA8/7(HND-LON)並びにBA20/19(KIX-LON)は運休。

W21  東京―ロンドンスケジュール



英国政府関連公式サイトリンク

• 英国入国規制案内

• 英国乗り継ぎ案内

• 英国入国 Passenger Locator Form

British Airways & Iberia

コールセンター: Tel: 03-3298-5238  ( BA/ IB )
月曜～金曜（祝祭日を除く） 09:00～12:00, 13:00～17:00

Web Site: www.ba.com
BA Trade Site: www.britishairways.com/ja-jp/traveltrade

ありがとうございました

https://www.gov.uk/uk-border-control
https://www.britishairways.com/en-gb/information/incident/coronavirus/entry-requirements#ukconnections
https://www.gov.uk/provide-journey-contact-details-before-travel-uk
http://www.ba.com/
http://www.britishairways.com/ja-jp/traveltrade

